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第１章　はじめに　　

　ようこそウエスレヤン大学へ。
　この授業はウエスレヤン大学の使命について、第１部、鎮西学院の
建学の理念からときおこし、第２部で聖書を、まず旧約聖書について、
次に第３部で新約聖書について学びます。
　全体の基本をどのようにしようかと考えているとき、ジョルジュ・
ルオーが最晩年に製作した54の連作「受難」の中の一点、23.「思い、
ふかいまなざし」が思いうかび、表紙に掲載しました。ルオーはこの
連作に自分の素養と技術のすべてを結集しました。何度も塗ったカン
バスは厚い絵の具の層をつくっています。彼は最も強調する部分を残
して、まわりをすべて塗ってしまいました。こうして、見る者はルオー
が一番強調している部分に目をむけることになります。
　この絵には人の思いを感じるイエスのまなざしが描かれています。
他者の悲しみや苦しみを感じるまなざしです。この授業の基本を、ル
オーが描くイエスの「ふかいまなざし」とし、イエスの「憐れみ」ま
た「共感」をキーワードにしようと思います。
　15回の授業を３部構成とし、第１部は建学の理念と歴史です。
第１章は、授業全体の説明をします。座席について、教科書、ミニレ
ポートによる出席、ピースアワー、学校行事クリスマス等への出席、評
価（テスト）について説明します。
第２章は、建学の理念を、J.ウエスレーにさかのぼり、ウエスレーの
精神を受け継ぐ者という意味でのウエスレヤンを考えます。
第３章は、創設者C.S.ロングと、あとに続く宣教師、院長をたどって
いく。長崎東山手の創設時代、竹之久保での発展と原爆被爆、諫早移
転と戦後の歴史、短期大学の35年と2002年長崎ウエスレヤン大学の
開学にいたる歴史を概観します。
第４章は、「鎮西学院キリスト教｣をＱ&Ａ形式によって明らかにしよ
う。
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第２部は旧約聖書について、キリスト教の元にある聖書の旧約聖書の
部を学びます。
第５章は創世記-1-神話の部より「天地創造」が語る世界観と人間観
について、　　
第６章では、創世記-2-族長物語によって、アブラハムからヨセフに
いたる人物像とその信仰思想を、彼らが受けついで希望とした「神の
約束」について、　
第７章は旧約聖書の中心となるモーセと「十戒」について、DVD「十戒」
も鑑賞する。
第７章、歴史書に登場する、王、預言者、国民、その生き方や考え方
を通して、現代を考える。
第９章、知恵　ヨブ記、詩篇、箴言、コヘレトの書、雅歌
第10章、預言書　３大預言書、12小預言書
第３部は 11章から15章まで、５回、新約聖書について学びます。
第11章、イエスの誕生物語が語る、神が共にいます・「インマヌエル」
の人、イエスの真実について、そこから命と生命の二重構造をなす人
について、また現代の生殖技術、また優生思想にかかわる生命倫理の
問題を考える。
第12章は「神の国」を主題とするイエスの教え、
第13章は奇跡物語を通して、イエスの病気癒しについて学ぶ。特に表
紙に掲載したルオーの「ふかいまなざし」、すなわちイエスの「憐れみ」
に注目したい。

しょくざい

第14章は、イエスの死とその意味について、その贖罪思想によってキ
リスト教が誕生するところを示したい。
最後に第15章、十字架の死後、三日目によみがえったイエスは、40日
の間復活のからだを弟子たちにあらわした。その復活がもたらす意味
は、現代を生きる私たちに大切な示唆を与える。「イエスの復活」は人
生の希望、また目的を問い、この世を生きる評価について視点を与え
る。
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 聖書を読む方法
すす

1.聖書を読むことをお勧めします。教科書に聖書の言葉をたくさん掲
載し、その聖句にもとづいて、授業を進めていきます。
2.聖書を文献として読む。
　キリスト教会またキリスト教信者は聖書を「神のことば」として信
仰を導く書として大切にしています。本教科では聖書を文献として読
む。神のことばとは言え、人の手をもって書かれたものである以上、編
集者のことばや写筆時の間違いや欠落などが含まれていることはあり
える。イエスの言葉と編集者の言葉を色分けして区別してみるだけで
もよい。そうすとるイエスのことばがいかに多様に解釈されて伝えら
れているかが分かる。こうした方法を「資料批判」という。また、イ
エスの教えが伝えられていく伝承過程で、そのことばによって人が変
わり、地域社会が変えられることがある。また同時に、伝承されるテ
キスト自体が変容していることもあろう。こうしたことに注目する
「伝承史批判｣という方法がある。さらに。編集者の編集意図や目的、ま
た編集者の思想が色濃くでている言葉をマーカーで記してみる。たと
えばヨハネ福音書はイエスを他の福音書にない「愛の人」として描い
ている。ヨハネは「愛」が大事だというメッセージをイエスに語らせ
ているのである。編集者の思想を検証する「編集史批判」という方法
である。
 こうした文献批判的作業をとおして、初めてイエス像を浮き彫りに
し、そうすることによって「聖書をして語らしめる」、つまり聖書自身
が語るイエスを表現できる。こうした批判的作業が時には硬直化した
キリスト教を活性化させてきた。聖書に対する批判的精神こそ、時代
批判を生み、改革を導いてきたと言えるのである。　　
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図説「地図とあらすじで読む聖書」より

　聖書は39巻の書物を一つにした「旧約聖書」と27巻の書物を一つ
にした「新約聖書」の合計66巻の書をあわせて「聖書」という。
　上の図は上段に「旧約聖書」下段に「新約聖書」を図示している。
　覚えるためには算数の九九をもじって、「さんくにじゅうしち」と唱
えてみる、次に39+27=66巻と覚えると便利である。
　昔は羊の皮をなめして、文字を書き巻物として用いたので1巻、2巻

せんい

とよぶ慣らしが今も続いている。やがてパピルスという植物の繊維か
ら作られたペーパーが発明され現代に至っている。
　旧約聖書は、①五書、5　②歴史書12、③知恵5、④預言書17と４
つの部に分類され39巻となる。
新約聖書は、①福音書4、②歴史1、③パウロの手紙13、④他の手紙8
　⑤黙示録と５つに分類され27巻となる。


